














































































































『宋書』巻三九・百官志上では「丞は奉であり、相は助である」とする。また通説では丞相と相国とは同官異名と解釈するが、異説も 呉仁桀は「丞は佐であり、相は助であ 」とし、 「秦漢以来、官を設けて佐を置くときは丞といった。そう なら丞相の丞というのは、相国を
佐たす
けるということではないか」として、丞

























































もとづく語である。丞相は宰相としてあらゆる政務に関与しており、それ故その職掌を画一的に述べること 難しく、抽象的に表現 ほかない。たとえば左丞相陳平は宰相の職務を「上は天子を補佐して、陰陽 調和し四
























































































































































直の官があった」とあり、丞相司直の原義 れにもとづく（以上、 『漢書疏証』巻四） 。
　　
　
銭大昭がいう。 『後漢書』 巻一四・馬厳列伝に 「故事では、
州郡から挙げられた上奏文について、実際に能力がある













































































































































































































百官表上では、 地節三年 （前六七） から綏和元年 （前
八）までの記述はないが、この時期に大司馬となったものは張安世を含めて十名が確認される。綏和元年に将軍の称号を除かれ 大司馬とは王根のこと る。彼は元延元年（前一二）から 票騎将軍であった これ以後は単なる「大司馬」になった。王根は、大司馬として初めて金印紫綬が与えられ、また、官属も置か 、奉































































































































































































本文では 「両丞有り」 とあるが、 後文では一方の 「御






















































































649 ） 」という例があり、 「不備等を指摘する」
の意である。 「劾」は 巻七・昭帝紀に「太常及び廟の令・丞・郎吏は皆な大不敬に劾さる」とあるように、 「官憲による告発」の意である［宮宅潔
　
二〇一一］ ・ ［籾山明













































































































































































































































































































































吉伝・趙充国伝・田延年伝・陳咸伝・谷永伝・匈奴伝・西域伝に見える。 百官志一に後漢は 「長史は一人」 ある。
　　
  考証
　「二年律令」 秩律には 「衛将軍長史」 の秩八百石、 「衛






































































































































































































代は奉常といった、宗廟の儀礼をつかさどった。 ）漢の高祖期には太常と名づけられ、恵帝期はふたたび奉常といった。景帝期はまた太常といった」とある。これは百官表上の記述と相違する。 『史記』巻九九・叔孫通列伝によれば、高祖 叔孫通を に任じ 。 『漢官典職』にも「恵帝期には太常を 改め 」といっている。つまり『唐六典』の説が正しいのである。百官表はその大略を記しただけであろう（以上、 『官本攷証』 ）
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た形） 」を手に持ち、神に捧げて祭る形式の祭儀（史祭）をいう。 「 」が史官（記録を司るもの）の意となるのは、もと史祭における祝詞などを保存し、その先例旧行によって伝統を保持し記録するというその職掌を通じて、のちには文書・記録そのものを保管するものとなった ［白川静
　




























































































がどの官の長・丞なのか明示されていな 「園令」の後に記されていることから 「園長・丞」と考えられるが、後文に「園長・丞の例は戻太子伝に見える」とあることから、 別のものと考えざるをえない。 外戚伝に見え 長・丞」を検討すると、 いずれも「園邑」 関す ものであり



























































































「有」の字が多いか、 もしくは「又」字の誤りである（以上、 『官本攷証』 ） 。
　　
　





























































































































問を広めようとして、 『論語』 ・ 『孝経』 ・ 『孟子』 ・ 『爾雅』にいずれも博士を設置した。後に、伝記博士を廃し五経
























王国維は、 宣帝黄竜元年（前四九）に、 梁丘易、 大・









































































































































































































　「 『漢書』百官公卿表訳注稿（一） 」 『大
阪産業大学論集』 （人文・社会科学編）十二号
